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  自己組織化キチンナノファイバー上へのヘキサノイル化反応
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晶性を有するためほとんどが

(AMIMBr) キ ン 良 ル す こ を 出

しかし、このフィルムは高結晶性

ヘキサノイル
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この形態の変化を詳細に

ターンは明確には観測されず、

隔を算出したところ、側鎖のヘキサノイル基の分子鎖長と比較して
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れキチン鎖集合体が徐々に剥離していき、ナノファイバー表面に非晶領域が形成されることが分かった
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